
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中1 理科 ポイント 名前

物質 8 溶解度と再結晶 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 溶解度と飽和水溶液
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硝酸カリウム

塩化ナトリウム

水100 gに物質をとかせるだけとかした水溶液を飽和水溶液とい

い、そのときとけた溶質の質量〔g〕を溶解度という。

溶解度は物質の種類と水の温度によって決まっている。多くの固体

は、水の温度が高いほど溶解度が大きい。

● 物質の溶解度と温度の関係をグラフに表したものを溶解度曲線という。塩

化ナトリウムは温度が変わっても溶解度がほとんど変わらない。

まとめ 再結晶

固体がとけた水溶液を冷やしたり、水を蒸発させたりして、とけきれなくなった分を結晶としてとり出すことを再

結晶という。

硝酸カリウムのように温度による溶解度の変化が大きい物質は、水溶液を冷やすと多くの結晶が出る。塩化ナトリ

ウムのように変化が小さい物質は、水を蒸発させて結晶をとり出す。

器具 ろ過のしかた

ろ紙

ろうと

ガラス棒

ろ液

あしの先を

かべにつける→

① ろ紙を4つ折りにして広げ、ろうとに入れて少量の水でぬらしてはりつける

② ろうとのあしのとがった方をビーカーの壁につける

③ 液はガラス棒を伝わらせて静かに注ぐ

固体と液体を分けるそう作で、ろ紙を通りぬけた液をろ液という。

例題 析出する結晶の質量

● 水の量が水100 g以外のときは、溶解度も同じ割合で増減させてから、とけた量・出てくる結晶の量を計算する。

(1) 60℃の水100 gに硝酸カリウムをとかして飽和

水溶液をつくった(60℃の溶解度109.2 g)。これを

20℃まで冷やすと、出てくる結晶は何gか(20℃の溶

解度31.6 g)。

109.2 − 31.6 ＝ 77.6 g

(2) 60℃の水50 gに硝酸カリウムをとかして飽和水

溶液をつくり、20℃まで冷やした。出てくる結晶は何g

か。

水100 gのときの半分なので (109.2 −

31.6)÷2 ＝ 38.8 g
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